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2003コ6日19特別講演会 「戦争広告代理店」の著者に聞く

2002年 に 『ドキュメント戦争広告代理店』を刊行し、ボスニア戦においてPR会 社が国際世

論や国連を動かし、戦争の流れをつくったという 「戦争の民営化」の実態を明らかにしたのは、
NHKス ベシャル 『民族浄化』を製作したNHKの ディレクターであった。戦争の時代におけ

るメディアや情報操作の問題が浮かび上がる折に、著者に同書の成り立ちや取材のこと、製作

秘話などを語ってもらった。(企画 ・進行は中山)

講演者
N H K デ ィレ

:高木 徹
クター( ドlt,手掛けたNHKス ペシャル「民族浄化～ユーゴ・情報機の
判」P R ttitがめ争時のがスニア ・ヘルツェゴビナ政府の外交から
大統領の演説原納作成までな手掛けていた実態を描き出した。
クシコン賞、新削 ドキュメン ト賞受賞.

内幕 J を 下地 に 、
マ スコ ミ対応 、

言告談 “|ノ ン Iアィ

コメンテーター:西谷 Ⅲ多 (東京外国語大学大学院教授)
司会:中山智香子 (東京外国語大学大学院助教授)

■入場無料
日時 :2003年6月19日(本)16:30-
会場 :研究詩義棟2if」!6欺t

■問合せ :東京外国語大学大学院共同研究豊
府中市朝 Hい13111
tel'rをlX 012-330-5139
daiHakttir営―k】ぃよol・Attll、 そlc チ!〕
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上催 :東京外国語1大学大学院l世域文化研究科
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2003日 10B4口5シ ンポジウム 「世界システム」

2002年 からスタートした21世紀COE「 史資料ハ

として、「世界システムの変容」、「地域研究の再定義」、

ンポジウムを実施した。(企画は上村)

の変容と 「地域研究」の再定義

ブ地域文化研究拠点」プログラムの一環

「文化」概念の脱構築をテーマとするシ

醍 シンポジウム

・・………・'………・̀……・=…"… …第1日目……"… …………・・………・・……
…

[問題提起〕世界システムの変容と「地域研究」の再定義     上 村思男

脚
薔啓督督努督替急戦寮督
究へ ∞ 景倉空昏

コメンテーター :米谷E史 十篠原 琢 十中山智香子

…・・・・…・………・・・……・…………・第2日目……………………・・…・・""'''・…
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錨 灘 ぅ多蒋絵像鋏 剛 講

伺会)累

旨暑岳
報告3:文化人類学の経験が教えるもの        太 口好信
コメンテーター :岩崎 稔 十藤井 毅 十真島一郎
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■日時 :2003年10月4日(土)13:00～18:l10
5日(日)13:00-18:00

に場所 :東京外国語大学府中キャンパス管理棟中会議室

■問合せ :東京外国語大学大学院共同研究室

府中市lHn日町3-11-1
te1/fax o42-330-5439
daiFrakuin―kyodoOtufs ac jp

コアクセス
・」R中央線「武蔵境」で西武多摩川線に乗換r多磨」下車徒歩3分
・京工線「飛田総」下車 京王パス'外語大東J

主催 :東京外国語大学大学院地域文化研究科
21世紀COEプログラム
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2003810日 17‐19映 画上映&シ ンポジウム 「沖縄 ・未来の ドキュメンタリー」

「沖縄特集・琉球映像烈伝」のプログラムを組んだ山形国際ドキュメンタリー映画祭の協賛で、
アテネ・フランセ文化センターと東京外大キャンパスを使って三日間にわたり、「沖縄・未来の
ドキュメンタリー」と題する映画祭とパネル・ディスカッションを行った。「イラク民主化」を
掲げて米英軍がイラク戦争をしかけ、日本やとりわけ沖縄が 「占領と民主化」のモデルとして
引き合いに出された時期だったが、戦後に集積された多様な沖縄の ドキュメンタリーは、まさ

にアメリカ軍による 「占領と民主化」という世界の 「未来」をあらかじめ映し出すものだった。

その映像が折り重ねる歴史の特異点で、過去と未来とが同時に論じられた。

(企画は西谷 ・上村 ・中山)

東京外国語大学COE史 資料ハブ地域文化研究拠点プログラム

《沖縄2003、未来のドキュメンタリー》
共催 :山形 ドキュメンタリー映画祭東京事務所 (山形 ドキュメンタリー映画祭)
APO(ア ー トプロディース・ォキナワ)

協力 :アテネ ・フランセ文化センター

映画上映とパネル ・ディスカッション

時 :2003年 10月 17日 (金)。18日 (土)
会場 :アテネ・フランセ文化センター+2003年 10月 19日 (日)
東京外国語大学マルチメディア数室

日本の内にあって内にない沖縄は、地上戦、占領と軍政、自立の夢と日本への再統合を

経て、20世紀における国民国家の世界の 「エッジ」として存在 し続けてきた。そこに

はあらゆる意味で、日本が見ようとしない日本の姿がある。そしていま、沖縄はアメリ
カによる 「占領と民主化」の神話的実験地として、21世紀世界の設計図の原イメージ

になろうとしている。沖縄では想像力すらドキュメントである。溢れかえる50年の ド

キュメンタリー、精選されたこの映像群から、われわれは日本の、そして世界のいかな
る未来を読み取ることができるだろうか。

混乱の世界におくる圧巻の超絶 ドキュメンタリー企画 1!! (監修 :仲里効)

アテネ・フランセ文化センターでのパネル 東京外国語大学での映画解説
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鮎.
2003年10月17ヨ(金)、18日(土)、19日(日)

眠↑ lll領と平政 ⅢⅢ'1この412といなへのlll構命 |エ ッブ|としてのドⅢ鶴には H本 が見ようとしない

みずからのながある 21‖t杷制JRのいま対i聞は十Fi報と民 i:化!のld阿の栄験鳩として、グロ
ーバ

ル!it界の設.】卜関の螂イメージになっている nt規の雄力 1可年とHf増 それにllLして建る'1:5()モltの

溢れる映律のiいからわれわれはどのような本来を鼎み)とるのか

所 :アテネ・フランt文 化センター (17日、18日)

H疎 外口口大学、研環聞い宙1門マルチメ

容 :栄鮮しくは理面をご覧下さい。

10/17 12:00・ 20:30 映 口上映 (博脱付)

10′18 12:00・ 17:00 快 ■上快

17:15・19:45 ′ヽネ,レ・ディスカッ

10′19 12:00・18:00ビデオ上快(悩時解脱と田激)

問合せ i東京外国篤大学大学院共同SI究■ (506)
府中市朝日町3‐11‐1 1●lefBxto42‐330‐5469

dttgakdn‐kyodoOtuts ac,p

共 は t山形ドキュメンタリー峡□障奏tr客員会
ア…トプロデュース沖縄
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2003.10日 26世 界化を再考する一Pロルジャンドル氏を迎えて

ルジャン

フランスの法制史の碩学であり、そのアフリカ経験から法学に

精神分析を導入し、西洋的規範空間のあり方を批判的に解明し

て、いわゆるその普遍性を解体し、人間を 「話す生き物」とし

て捉えることから主体とその社会の形成を独自の観点から洗い

なおす研究を、「ドグマ人類学」として展開するピエール・ルジャ

ンドル氏をむかえ、その研究の要諦と課題、および現代世界に

おけるその意義について講演いただいた。また、「ドグマ人類学」
の可能性について若手研究者の発表を中心にワークショップを

行った。(企画、西谷)

1)世掘1ヒt-3-ど エール ルジヤン的レ氏抑嵯 て
日的 :2003年 10月26日 (日)は 30,7:30(開 増13:001
場所 :貴景外口幡大学研境韓お体115強ヨ

窮―||ピエールルジヤンドllM 〈同時a駅付書)
13的 佃介 画な け疎束外日田紳
10打 ピエール,レジャンドルロお
性界1しのな価―田洋人お昭淳につ旺 何らすにいる381
1'い ヨメントと肘ぬ
ヨメン,―,― i 大,■●(■8六学、社会〕

"二anピ亨ォ上い  ま
辺公三て立6は大学ゃ文化人環中)

18f∞ 随 洋的人mの日4ta〈ピユール.ルジャンドルH仲10061
フランス情、日本層帰脱つせ

17!的 Rttg各
17,的確7

2)ドグマ人類学ワーク・ショッブードタマ人息学の可能性 1
日時:1,月3日a)1■ Oo 18100
増 所 !R求外国ほ大学 日ほヨニュニケーション宏■■“02常り)
窮景看,P― 報(舞い大学、法88)
忙 木々中(束承大学大学残、水快学)
特ホー極(ナント大学大学白.■年文化)

ヨメンテー,一 :ピエール ルシャンドル

3)ドグマ人類学,一 ク・ショップードグマ人類学の可能性 ||
回時 :1,月 6日 (木)16100‐ 18100
鳴 所 ‐東京外国83大学 《ルジャンドル氏のその仙の日演等)

ロピユール・ルクャンドル日44488R

■ロエ民出中●検出京承■立大中,H外国日六争B88カ

世界能を

再善する
P ・ノ癖☆ン膨な を迎えて
,対てい JH「末ヤcOE史 鷲‖′ヽ′地ht 41ヒ"FttlWtrl

21"1紀地城 化々↓l究,FL十‖ラと,卜,ウr、

ドル講演

シンポジウム
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2004.1.27福元満治講浸会「アフガニスタンは今、中村哲とベシャワール会」

2001年 に招聘した中村哲氏を支え、福岡を拠点にNGOペ シャワール会の実質的な運営を担う

福元満治氏をお迎えし、アフガニスタン情勢のその後と、「テロとの戦争」でさらに荒廃する現

地でのベシャワール会の活動、また2004年 1月に刊行されたばかりの福元氏の著書 『伏流

の思考』について、ご講演いただいた。(企画・進行は中山)

0

図書出版石mll■ペシャヮー′し会

肌 福流減始最
つウト西谷俸僚京州封フせ駄鞘胸
司会 中山智香子は頭酬壇隅汰挙大鞘殉

日時:郷“年1月27日的 粕卸卜18的

増所:寮東外目
問合せi東京外国語大学大学院共同研究室
府中朝日町■■ l TEL/酪XO切 33い5439

岬 q m 一時的 @●ぶ低p

(ふくもと。みつじ

1981年、福岡市に図書出版石風社を811立。

伏
流
の
思
考

題
盟
日
日
路
Ｅ広報担当責任者を務める。
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2004年 戸

東京外国語大学大学院COEプ ログラム・史資料ハブ地域文化研究拠点の21世 紀地域

文化研究班 (第I分科会、代表 :西谷修)は 、2004年度の研究活動の軸としてグローバル

世界のメディア状況をテーマにとりあげた。

その主たる理由は、とりわけ今世紀に入ってグローバル世界におけるメディアの重要性

がさまざまな局面で際立ち、今日のメディア状況の批判的分析が、地域研究全般あるいは

グローバル世界の研究にとって必須の要件になると考えたからである。

ここで扱うメディアは、メディア全般というより主としてジャーナリズム、つまり世界

各地の現況に関する情報をわれわれに送り届ける報道メディアである。グローバル世界の

把握は、そのようなメディアによる情報や世界表象 (地域的であれ包括的であれ)の 供給

なしには成り立たない。ところが現在のメディア状況は、われわれの世界理解に資するよ

うなかたちで機能しているとはいいがたく、このことはとりわけ9・11以降、世界に 「新

しい戦争」のレジームが敷かれるに及んで、いっそう深刻な問題となってきた。戦争の遂

行がメディアと切り離せないのは周知のことだが、現代の戦争が圧倒的な力の差を前提に

した 「非対称的」戦争であることや、その力が 「文明」の名のもとに行使されることとも

運動して、巨大化したメディア機関が供給する情報にはあらかじめ大きなバイアスがか

かっている。グローバル化といわれる状況のなかで、情報そのものは溢れるほどあるが、

それがどこでどのような観点から、またどんな条件の下で製造され供給されるのかを考え

ると、実はメディアはわれわれと 「現場」とを媒介するというより、「現場」のありよう

やそこに露呈した問題を、むしろ見えなくする 「壁」として機能していると言わざるをえ

ない。つまりそれは、「文明」の価値観や 「文明」的な世界把握の光に照らした、いわば

ユニラテラルな情報であり、われわれをその観点のなかに隔離する 「分離F_F」として機能

しかねない面をもっている。

「イラク戦争」から一年を経て、われわれはこの問題をたんに学問的研究としてではな

く、情報を作り受けとるというメディアの実践の現場に目を向けながら、公開で検討して

ゆく場を設定することを試みた。けれどもこれは広範な領域にわたる課題であり、われわ

れがこの問題に効果的に取り組むために焦点化したのは、グローバル・メディアの対極に

あってそれにパフォーマテイヴな異議を提起しつつ、独自の情報活動を行うフォト・ジャー

ナリズムであり、またそれとは違う局面で、グローバル・メディアの現況にジオポリテイ

クスを喚起するかたちで大きな波紋を生み出した、アラブ世界の衛星テレビ局アルジャ

ジーラの活動だった。それは、この二つが、現在のグローバル・メディアの状況を背後か

ら照らし出すきわめて重要な働きをしていると思われたからである。

以上のような関心から、われわれはまず6月 に 「メディア・ウォールを突き崩す」と題

した写真展とシンポジウムを開催した。招聘したのは、ちょうど2003年3月 に創刊され

たフォト・ジャーナリズム月刊誌 『DAYS JAPAN』 の責任編集者で、長らくパレス

チナやチェルノブイリで活動してきた広河隆一氏と、フリー ・ジャーナリストとしてイラ

ク入りし、現地の武装集団による拘束を経験して帰国後問もない安田順平氏で、両氏の経

験を語ってもらうことから、「新たな戦争」の時代の 「メディア・ウォール」の諸問題に
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ついて議論した。

そして、フオト・ジヤーナリズムの提起する問いかけを発展させ、11月には6月 の企画

で前提として考えられていた 「情報のユニラテラリズム」とメデイアをめぐる 「ジオポリ

ティクス」の問題系を本格的にとり上げるために、「視角の地政学
一一メデイア・ウオー

ルを突き崩す 。Ⅱ」と題する拡大イヴェントを行った。

ここでは、カタールの衛星テレビ局アルジャジーラの主要ジャ
ーナリスト、ハツサン・

イブラヒーム氏と、世界的に著名なアメリカの 「ウオ
ー ・フオトグラフアー」、ジェーム

ズ ・ナクトウエイ氏、それに広河隆
一氏を招聘し、またイラク戦争における世界のメデイ

アの報道状況、とりわけアメリカ・メデイアのリサ
ーチを行ったNHK放 送文化研究所の

永島啓一氏、それに東京大学情報学環 ・学際情報学府で記号論的なメデイア研究を創出し

ている石田英敬氏を招いて、グローバル・メディアの現在について、フォト
・ジヤーナリ

ズムについて、さらにはメディアの全体状況をについて、多角的な議論を行った。同時に、

ナクトウェイ・広河両氏の最近の仕事を示す代表的な作品約 100点の写真展も開催したが、

これは前例のないインパクトのある充実した展示会となった。

この二つの催しは、学問的な関心をジャーナリズムの現場の経験と結びつけて議論し、

同時にその作業を公開することで公共的な論議の広がりにも結びつけてゆこうとする試み

でもあり、学内外から多くの人びとの参加をえて、手ごたえのある反応をうることもでき

た。その意味で、大学における研究を現場の実践活動に結びつけ、そこで生み出される成

果をじかに社会に還元するという、新たな研究実践のモデル作りでもあった。

しかしながら、そのような形式のなかで議論を深めることには制約もあり、「視角の地政

学」のシンポジウムにおいて、総合討論や会場からの発言によって取り上げられたいくつ

かの重要な論点についてさらに議論を尽くすため、3月初旬にシンポジウム参加者と会場

からの発言者 (批評家の多木浩二氏、東京大学情報学環の吉見俊哉氏)を 招いて補足的な

研究会を行い、「ジオポリテイクス」の概念について、メディアとジオポリテイクスの関

わりについて、さらにはメデイア状況全般とそこで焦点化される「く人間〉の戦場」のエシッ

クスについて論じ合った。

そこでとり上げられたテーマ、とりわけ重要な 「視角」のトポスとなる 「〈人間〉の戦場」

というテーマは翌年度の活動に引き継がれ、2005年6月 の写真展十シンポジウム 「(人間〉

の戦場から一一視角の地政学 ・H」へと発展した。付け加えておけば、この企画でとり上

げられたテーマは今度は10月の総合企画 「グロ
ーバル化と奈落の夢」へと発展的に引き

継がれ、この研究をベースにした独自の 「グロ
ーバル ,スタデイーズ」の構想を生み出す

という、きわめて生産的な展開を見せている。
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2004.6日4メ ディアウォールを突き崩す《9・11後の世界とフォトジャーナリズム》

1‐0:00t18:00 十
lifHミ:HH資ヽ常HS甘ヽHヽ

|

13100
inquttiesi Tokyo University oF Foreim ttHど降sくRm506〉

Asahcho 3-11-1,Fuchu―s職,Tokyo
Te1/FBx:042-330-5439   ■ | li‐

Research and tecture building iF Rm l
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2004口11日3,4メディアウォールを突き崩すI《視党の地政学》

東京外国語大学大学院21世 紀 COEプ ログラム史資料ハブ地域文化研究拠点

21世 紀地域文化研究班 主 催

国際シンポジウム/セ ミナ
ー/写 真展

視角の地政学 メ ディア ・ウォ
ールを突き崩すI

The Geopolitics of the VisualBreaking the Media Wa‖ .Part I

《ジェームズ。ナクトウェイ/広河隆
一写真展》

11月 1日 ～ 4日  10:00～ 18:00

場所 :東京外国語大学研究講義棟ガレリア

《パネル・ディスカッション》
11月 3日 (水、祭日)10:00～ 18:00

場所 :東京外国語大学研究講義棟 101教 室

第 1セ ッション :ブ回
―ドキャスティング 10100～ 12i30

ハッサム ・イブラヒーム (アルジャジ
ーラ)*

永島啓― (NHK放 送文化研究所)

石田英敬 (東京大学、情報記号論)

第 2セ ッション :フォト
・ジャーナリズム 14:00～ 16:10

ジェームズ ・ナクトウェイ ( Ⅶ)

広河隆一―(DAYS」 APAN)

総合討論 :戦争とメディア
～視角の地政学  16:30～ 18:00

司会 ・コメント:西谷修/中 山智香子 (東京外国語大学)

*終 了後、大学特別食堂にて懇親会 (要、予約)

《セミナー》
11月 4日  13:00～ 17:00(入 場定員 50名 、要予約)

場所 :東京外国語大学事務棟 2階 中会議室

戦場の写真をめぐって～」
・ナクトウェイとともに

男 1セ ッション PCSセ ミナ
ー 13:00～ 14:30

第 2セ ッション 自 由討論 15:00～ 17:00

【
金覇賂ン薯契学大学院地域文化研究科 国 際協力講座/国 際文化講座

西谷修/中 山智香子/阿 部賢
一

問い合わせ先 :東京外国語大学大学院共同研究室

Te1/Fax 042-330-5439J daigakuin―kyodo@tufsiac.jp

【協賛】(株)写真らしく/(有 )フォネラマ

刀



主催 :21世紀00Eプログラム 「史資料ハブ地域文化研究拠点J
協賛 :写真 らしく

同時通訳(英語)あり愉 ― ― h輸

予約不要 ,入場自由

2004年 11月 3日 (水)
パネルディスカッション
セッション 1 く報 道) 1 0 : 0 0 ～
セッション2く写 真)14:00～
会場 :東京外国語大学研究講義棟 (101)

セミナー( S e m i n a r )
～戦争報道(W a r  J o u r n劇もrn )～
2004年 11月4日(木)13:00～
東京外国語大学事務棟 2F

4 Nov 2004(Thu)13100-
Administratlon Office 2 F

問合せ :

東京外国語大学大学院共同研究室 東 京都府中市朝日町3-11-1
Te1/Fax: 042-330-5439    Emailidaigakuin―kyodoOtufs ac 」p
」R中央線 「武蔵境」で西武多摩川線乗り換え,「多磨」駅下車徒歩3分
京工線 「飛回結」下車、京エバス多磨ゆき 「東京外国語大学」前

3Nov.2004(Wed)
Panel Discぃsion
Session lくBroadcasting〉1位00～
Sessわn2〈Photography〉14:00～
Tokyo Uttersity of Foreign Stuばbs lF Rm 101

写真展(P h o t o―E x h b R b n )
2004年 11月 1日 13:00～ 11月 4日 18:00

東京外国語大学研究講義棟ガ レリア

l Nov_13:00-4 Nov.18:00
Ga‖erあ

Intluiriesi Tokyo Univers■y of Forelgn Studies くRm506〉
Asahicho 3 11 1,Fuchu shi,Tokyo
Te1/Fax:042‐330‐5439
,ma,1:daigakuin―kyodo@tufs ac jp

Access:Tatta s,ati()n(Seibu―Tamagava line)

●パネリストくPanelists〉
」.ナクトウェイ J . N a c h t w e y ( V I l )
広河 隆一ヽ R.Hiroka、 ra(Days Japan)

S.カ デ ィール S,Khader(Aljazeera)

永島 啓-1(。Nagas h i m a ( N 1 l K放 送文化研究所)
石日 英敬 H,Ishc l a (東京大学)

0司会・コメンテーターくC陥向距rSons〉
西谷修 O.Nish■alli/中 山智香子 C.N角脇 yam (東 京外国訴大学)



2004年 11月3日 シ ンポジウム

会場の様子

2004年判1月4日
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質問に答えるナクトウェイ氏

も多数参加

21st Centtry Cmlle ol Ex411 Pllgam
・
CettelorttMttb8m t Area rrNIRFd的曲ポ

Se8810n 2くPttH陶8門口向す) m`‐
T 的曲 嚇 研F m m S - l F 駒 1 0 1

●Pane!ists
J.NachtweyくⅥ)
R.H十okawa(Day3 Japan)
S.Khader(Aいa2●●ra)
GueSt(NHK)

HJsttda(The unlwersttt of Tolwo)

●Commentator8/Chalrp●H蝸ほ
Prof,01 Mshほant tttFS〕
Profl C.Nakaytta(刊F助

〕〕q前田tTお"trn― 竹 OFFm8B輸 醐h KRmmSI
ABおいb ill-1,Pwh8-ab8,Tahyc
Te/FsI:04233D5489
血 d;dalRAyanH加 はL.P

AccesB:T6E tt gLtlon(SemrT8n3w」nCl

晰血― Attam8on m白げ品

SeminaF
～War Jlumdlm宇
4 HoL 2004(Thu1 13:00‐
A― trncn陥 ●2F

Photo-1数hlb縦oR
'Noぃ1抑 ‐4州OL18:00
G a g r t B

2J



2004.11.19沖 縄記憶と映像V『 島クトゥバで語る戦世』

これまでの 「沖縄 ・記憶と映像」シリーズを引き継いで、世界が再び戦争体制の下におかれ、

日本もまた戦時体制へと再編されようとする時期に、太平洋戦争時、日本で唯
一の地上戦の舞

台となった沖縄の、生き残った人々が生の 「島クトゥバ」で語った 「戦世」を記録し続けるドキュ

メンタリー映画の、最新編集6時 間版を一挙上映。製作者、比嘉豊光氏と仲里効氏を招いてディ

スカッション。(企画、西谷 ・中山)

『島ク トウバで語る戦世』 (琉球弧を記録する会製作)

全編6時間一挙上映
日日寺:11月 19日 (金)10i30～ 19:40

場所 :東京外国語大学226番教室

10:30～12i30 第 1音再、 第 2音再_上映

12:30～13:20 昼休み

13:20～15:20 第 3者ほ、 第 4者F_上映

15 : 2 0～1 6 : 0 0  休憩および トークpa r t  I
1 6 : 0 0～1 8 i 0 0  第5部、第6部上映

18:10～ 19:40  ト ークpart ll

トーク・セッション

比嘉豊光 (写真家、琉球弧を記録する会)

仲里効 (APO代表、 FEDGE』 編集長)

主催 :東京外国語大学大学院21世紀COE史 資料ハブ地域文化研究拠点

21世紀地域文化研究班 (代表 西 谷修)

琉球孤を記録する会制作

ラ紘ギま&饂
く会場〉東京外国憲大学22磁 豊
く上映会〉10:30～ 17や 0
(トーク〉18:00～ 20108
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